
◎戦傷病者等の妻に対する特別給付金支給法及び戦没者等の妻に

対する特別給付金支給法の一部を改正する法律 
（平成二八年四月一五日法律第二八号）   

一、提案理由（平成二八年三月一八日・衆議院厚生労働委員会） 

○塩崎国務大臣 ただいま議題となりました戦傷病者等の妻に対する特別給付金支給法

及び戦没者等の妻に対する特別給付金支給法の一部を改正する法律案について、その提

案の理由及び内容の概要を御説明いたします。 

 戦傷病者等の妻に対しましては、さきの大戦で障害を負った夫の介助、看護や家庭の

維持等のため、長年にわたり大きな負担に耐えてきた精神的痛苦に特別の慰藉を行うた

め、これまで特別給付金として国債を支給してきたところでありますが、本年、国債の

最終償還を迎えることから、国として引き続き慰藉を行うため、これらの方々に対し、

特別給付金として額面五十万円、五年償還の国債を二回支給すること等とします。 

 また、戦傷病者等の妻として支給を受けた国債の償還を終えたときに、夫たる戦傷病

者等の死亡により戦没者等の妻となっている方に対して、特別給付金を支給すること等

とします。 

 以上が、この法律案の提案理由及びその内容の概要でございます。 

 御審議の上、速やかに可決していただくことをお願いいたします。 

二、衆議院厚生労働委員長報告（平成二八年三月二四日） 

○渡辺博道君 ただいま議題となりました両案について、厚生労働委員会における審査

の経過及び結果を御報告申し上げます。 

 まず、戦傷病者等の妻に対する特別給付金支給法及び戦没者等の妻に対する特別給付

金支給法の一部を改正する法律案について申し上げます。 

 本案は、戦傷病者等の妻に対し、その置かれた状況に鑑み、これまで特別給付金とし

て国債を支給してきましたが、その償還が終了することから、国として引き続き慰藉を

行うため、特別給付金を継続して支給する等の措置を講じようとするもので、その主な

内容は、 

 第一に、戦傷病者等の妻に対し、特別給付金として、五年償還の国債を二回支給する

こと、 

 第二に、夫たる戦傷病者等の死亡により戦没者等の妻となっている者に対し、戦没者

等の妻に対する特別給付金として、十年償還の国債を支給すること 

等であります。 

 本案は、去る三月十七日本委員会に付託され、十八日塩崎厚生労働大臣から提案理由

の説明を聴取し、昨日、質疑を行った後、採決の結果、本案は全会一致をもって原案の

とおり可決すべきものと議決した次第であります。 

 ……………（略）…………… 

 以上、御報告申し上げます。 



三、参議院厚生労働委員長報告（平成二八年四月六日） 

○三原じゅん子君 ただいま議題となりました法律案につきまして、厚生労働委員会に

おける審査の経過と結果を御報告申し上げます。 

 本法律案は、戦傷病者等の妻等に対し、特別給付金を継続して支給する等の措置を講

じようとするものであります。 

 委員会におきましては、特別給付金制度の今後の在り方、特別給付金支給に係る事務

処理の迅速化の必要性等について質疑が行われましたが、その詳細は会議録によって御

承知願います。 

 質疑を終局しましたところ、自由民主党及び公明党を代表して羽生田理事より、施行

期日を平成二十八年四月一日から公布の日に改めるとともに、これに伴う所要の規定の

整備を行うことを内容とする修正案が提出されました。 

 採決の結果、本法律案は全会一致をもって修正議決すべきものと決定いたしました。 

 以上、御報告申し上げます。 

○委員会修正の提案理由（平成二八年四月五日） 

○羽生田俊君 私は、ただいま議題となっております戦傷病者等の妻に対する特別給付

金支給法及び戦没者等の妻に対する特別給付金支給法の一部を改正する法律案に対し、

自由民主党及び公明党を代表して、修正の動議を提出いたします。 

 その内容は、お手元に配付されております案文のとおりであります。 

 これより、この趣旨について御説明申し上げます。 

 修正の要旨は、この法律の施行期日を「平成二十八年四月一日」から「公布の日」に

改めるとともに、これに伴う所要の規定の整備を行うものであります。 

 以上であります。 

 何とぞ委員各位の御賛同をよろしくお願いいたします。 

 以上です。 

 （注） 参議院本会議修正議決後、衆議院に回付、同意の上、成立した。 


